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資 　料 一

説得行動 に お け る非言語 コ ミ ュ
ニ ケ

ー
シ ョ ン の 効果

 

丶
ろ「歪 本 江巨 弊三

　教育現 揚 に お い て，教師は児並
・生 徒の 態度や行動を

望 ま しい 方向 に 導 い て い くた め の 説得行動 を H 々 して い

る わ けで あ る が，言語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ g ン に は，か な り

意を払 っ て い る もの の ， 非言謂 ：コ ミ ュ ニ ケ・一シ ョ ン に 対

して は ， あま り意を払 っ て い な い の が実状で ある 。

　説得行勤 に 関す る 今 まで の Hovland （1953 ＞らの 研 究 に

お い て は，冒 語 コ ミュニ ケ・一シ ョ ン に 対す る 研 究は か な

りなされ ， 研究成果 もあ が っ て い る。しか し説得行動と

非言語 コ ・ミュ ニ ケ
ー

シ ゴ ン と を閖連づ け た もの は数少 な

い よ うに 思 わ れ る 。 非言 li吾：t ミ ュニ ケー
シ u ン と説得行

動 との 研究 に 近 い もの と して，親密 さや共感「生と非言藷

コ ミ ュ ニ ダ
ー

シ ョ ン とを 関連 づ け た もの が あ る。Argyle

＆ Dean （1965）は親密さ を増す機能と して ， 次 の ような

5 つ の もの を挙 げて い る 。それ らは 対 人抂1巨離，視線 の 交

錯 顔 の 表情，話題 の 親密忙，声 の 調子 な どで あ る。ま

た Hasse ＆ Tepper （1972）は 共感性を高 め る た め に は，

適度 の 視線 の 交錯，前傾姿勢，近 い 対人 距離をとる こ と

が 効 果的 で，言 語 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン よ りも，非言語 コ

ミュニ ケー
シ ョ ンが よ り有効な手段 だ とい うこ と を実証

して い る。

　視線の 交錯 に っ い て は，Argy 工e ＆ Dean （1965）は
E‘
親

密さが 増せ ば ， 視線 の 交錨は増 し ， それが減ずれ ば ， 視

線 の 交錯は減少す る。
”

と ，
Exline と彼 の f中闇 （Exline

1963，　Exline，　Gray 　＆ Shuette　 1965，　Nachshon　＆

Wapner 　ig67 ）は
‘‘
積i亟的な態度 に なれ ばな る ほ ど視線

の 交鏘は 増す。
”

と それぞれ述 べ て い る。

　対 人 距離 の 研究 で は Somrner （1959）は
“
rl葺1か い 合 っ た

場合 に は 5 フ ィ
ー

トが最適 で あ る 。

”

と，Argyle＆ Dean

（IY65） は
“

人は 2 フ ィ
ー

ト離れ て い る 時よ り も，6 〜

10 フ ィ
ー

ト離れ て い る 時の ほ うが人 を よ く見る傾向が あ

る。
”

と それ ぞれ 述 べ て い る 。

　姿勢 （身体 の 傾 き） に つ い て は Mehrabian （IS，68）が

“
前傾姿勢は 比 較的肯定 ll白態度を伝達 し，後傾姿勢は否

＊ 岡山理科大 学

定的態度 を伝達す る傾向が あ る。
”

と述 べ て い る 。

　対 人 方向 （向 き あ つ 角度） に っ い て は Hall（1963）に

よれ ば，
“
人 と話 を す る 時 は ，向か い 合 うこ との ほ うが ，

横 に 並 ぶ こ と よ り も， よ く選ばれ る。」 と
” Sornmer

（1962）に よれ ば 「入 は横に 並んで 坐 る よ り，陶か い 合

っ て 坐 る傾向が 強 い 。
”

と そ れ ぞ れ述べ て い る 。

　以 上非言語 コ ミ訊ニ ケー
シ ョ ン に つ い て 述 べ た が，Ei

の 凝視， 姿勢 ， 対人方 向，対 人距離の 4 つ の 非言語 コ ミ

ュ
ニ ケ

ー
シ ョ ン を独 立 変数 と して 操作 し，それ らが，い

か に説得 に 影響す る か をみ よ うと す る の で あ る 。

　〈仮設〉　説得者が ， 被説得者 の 日を凝視し，前傾姿勢

（20
°

の 1抽頃）を と り，舛 人方 向 ぴ （面 と 向 き あ う ）で，

近 い 対人 距離 をと っ た場合に は，説得者が ， 被説得者 の

目を疑視 し ない で ， 後傾姿勢 （20
°

の 後 傾）をと り，対人

方向を右 に 45D で ，遠 い 対 人 距離 を と っ た 揚合よ り も説

得 の 効果が あ が る で あろ う。

方　 　法

　説得者　大学 1年次 の 男子学生 6名。説得行動に お け

る地位効果を除くた め に，被説得者 と固
一

の 学年を選 ん

だ 。 説得方法 ， 実験操作 は 事前に よ く訓練 した 。

　被説得者　大学 1 年次 の 男子学生 288名 。

　説得 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 　事前調査を実施 し ， 関心が

強 くか つ ・簿い と も悪 い と もい え ない よ う な話題 と し て

「私達 の 人 生 に お い て漫画 は役 に 立 つ 。」 とい う話題 を選

ん だ。そ の 話題 の 説得 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン の 提示 の 仕方

は ，二 方向 の コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン で ， 肯定意見を先 に，

否定意見を後 に 提示 して，次 に 結論 を述べ る と い うもの

で あっ た 。 ま た こ の 説得 コ ミ ュ ニ ケー
シ ョ ン は 信 憑 性 の

高い 人 （心 理 学 鋤 がまとめ た もσ）だ と い うこ とで 提示

した 。 こ の 内容 は TABLE 　1 に 示 した 通 りで あ る 。

　独立 変数　こ れ は仮説 の と こ ろ で も述べ たが，TABLE

2 の よ うに 2 っ の 水準をそれぞれ考え， そ して TABLE

3 の よ うに組合せ た 。 組合せ の 結果 ， 非晉語 コ ミ ュ ニ ケ

ー
シ ョ ン の 型が 16とな っ た 。例 えば凝視一前傾一

方向 0

一一
　29　−一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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TA 駐LE 且 説得 コ ミ コ ．ニ ケ
ー

シ ョ ン

肯定論　ユ．楽 しい 読書経攷 を与 え，AJL書技術 の 発達 を動機づ け る の に 役立つ 。

　　　　2，漫画を多 く読 む ：者 と読 まない もの との 学校 で の 成績 は あま り違わ ない 。

　　　　 3，洩仲は ， 他 の 茜み物 に 万ら，ず落爺を学習 さ せ る。

　　　　4．現実で は 満足 され ない 要求 の 補偵満足を与える 。

　　　　 5，圭比判的に 読 め る 者 に は，問題 に なる よ うな彳了為は 生 じない 。

　　　　6．墜 妨人 物 に 同 化 して，生 活 へ の 適応 を学ぶ の が春易で あ る。

否走論　ユ．漫画 は も っ と価値ある 読物や 終甓 へ 進 む 妨害 に な る 。

　　　　2．文章や読 む能プJの 発JtE を妨げる 。

　　　　3．内容 が現実 ば な れ し過 き ぐい る か コ
／P．活適応 に は役立 た’よい 。

　　　　・1，一般 に 貰 が よ くな く，性 ・恐 i流i・活劇 な ど を強 Plしす ぎ る 。

　　　　5．犯罪 へ 導きやす い 。

　　　　6．現実の 生 活 に適応 で き な い もの が漫画 に 逃 避 しや す V 、

結 論
．

ユ．嬲 鱗 轄 鱶 われ ， 創造力が つ き溌 想蜩 ・繍 ・衡 つ 。

　　　　2．気 目青ら し，気分転換，ス トレ ス の 解消 に な る。

　　　　13．ユ ーモ ア の セ ン ス がつ く。

　　　　4．’i11報収集 に fx　
JZ

ち， 流行遅れ に な らな い 。

　　　　5，余暇 利用 の 一種で ，娯朱 や 退 屈 し の ぎに な る 。

’E’ABLE 　2　独立 変数の 2 っ の 水準

口の 凝視 をす る 〔猛　視 ノ
．　　 ．　 臼の 凝視を し ない （無堤視）

20c の 前傾 姿 勢 （IJii傾）　　 一一一一
：20

°
の 後「r 蚕琵　　　 （後傾）

対 入 方 向o
°

（方向 〔）〉．　　 一
対 人 方同 右 に・1．5　 〔方向45）

対丿丶昼巨寓隹1n ユ　　（丘E≡1雛 ／）　一．．一一一．　一文テノLth［寓誰21皿 　　　　　”」巨，！隹2 ）

　　　　　　　　　　 （　 ）内は 略語で，以 ド略。1［を 主 と して使用。

TABLE 　3 独立 変数の 組合せ に よ る型 と被説得者数
N ＝288人

を行 い ，そ れ らの 燕 見変化量 を

求 め た 。 意見澗査 は 9 ポ イ ン ト

・
ス ケー

ル で 充施 し た。

　手続　実験手 続 は ｝／
t の よ うに

実施 した 。

　1） 被説 1寸 者の 実嗾前の ，」こ見

祠査 の 実屁 。

　2）　説得者 は，独± 変数 の 撮

作が な され る よ うに し て か ら，

被説得者 を 1入ず っ 部屋 に 招き，

所定 の 位置，こ腰掛 け させ た 。

　 3）　現得畜は 説得 コ ミ コ ．ニ ケ

ー
シ ョ ン を被説待 者 に 述 べ た。

　4）　説付 コ ミュニ ケ
ーシ ョ ン

が終わ る と，被説得者に対 して

事後の よ見 調 査 を夷施 した 。

　な お 1 人 の 説得者は ⊥8人の 被

説得者を ラ ン ダム な順序で 雄得

した。独 † 変数の 糾合せ の 型 は

い ず れ も 3 ［」実施 する よ うに し

た。ま た 1 入 の 説得時聞は大体

5分前後 で あ っ た 。夷験 の 実扼

蛎 面 は FIG ．1 の 通 りで あ っ た 。

結 果 と考察

独立変数の 組合 せ の 型

鉦視
一

前傾
一

方向 o一皆 准 1

擬視一前傾一
方 向 D−・一距 離 2

凝視一前傾
一

方 向・1・tt− L 巨碓 1

凝視
一前 傾

一
方向45一狂L雛 2

凝視一一後f頃一．丿テ向　o一星巨鬪童1

凝視一後傾
一
方向 0一距離 2

娠視
一

後傾
一．．

方向45一距離 ユ

彊 視一後傾一方 向45 一星「離 2

被 田
得者数 1

ユ．8人

　 18

　 18

　 18iI81

　L8

，
18

昼
8

独立 変数の 組合せ の 型

Ii無凝仏
一

後傾一
方向 0一距離 11

　タ禦達走杉三
一
彳菱f頃一方｝自亅　0− tr巨離 2

1 無凝視
一一

後傾
一

方向45一距離 11
ilIi
無 疑裼

一後傾一方 向 45−・L巨1垂 2 ：

1無o疋 至昆
　

下当鱒頃
一ブ∫向　O−．−8巨1ikl

E 無 壮視一前 傾一方 向 O一距誰 2

1…無駄 視
一

前傾…方向・・− v巨離 1i

無 it
’
　／
1
　
T一

前傾
一

方向45一距離 2
11

1鰄

11人
8888881

⊥

11

】

−

一
距99　1 の 型 は 説得者が 被説行者 に 対 して，実

” ・中ず っ

と彼 の 目 を凝視 し，20
°
の 前f疑 会強 で，真正 面 に 相対 し，

両者の 対人距離 を ／m に とる とい うよ うに殊作す るの で

ある。

　従 属変 数　音 見変 化 の 量 を従 属 麦 承 と した 。ゴ、験 の 事

前 と事後 とに 「漫画の 本 は2！、た ちの 生活 こ とっ て 必 麦で

す か，そ れ と も必 要で は tsい で す か tt 」 とい う煮見調査

　説得 コ ミ：L　＝ ケーシ ョ ン L よ

る志見笈化彙 の 平均 な ら び に

SD は，　 TABLE 　4 の よ うに な っ

た 。それ を み る と誘導プ丿 同 へ 意

見変化 した もの が 多く， 逆方向

へ 息 見変化した もの が 少 な い こ

と を示 して い る 。

　 t）〈に説得 コ ミ ュ
ニ ケーシ ョ ン

に よる 意見変化量 （4 要 困・．場

合 ） の 分散分｝斤を し て み る と

TABLE 　5 の よ う に な っ た 。 そ

れ をみ る と主効果 で は有息 な結

果は 認 め られ な い
。

一
次交互 作

用，二 次交 ム！作用，二 次交互 作用 の それ ぞれ の
一部に有

意 な 結果 が認 め られ る。一次交．爆乍用 にっ い て は 後述す

る よ うに角了択が 可能 で ある が，二 次交互作用，三 次交亙

作 用 で は ど の よ うな要 因 が ど の よ うに 働 い て い るの か解

釈す る こ とが 甚 だ 困難 で あ る。

　
一

次交 互作用 の 目の 凝視 〔A）× 対人 方向（C）に 宥 旨な

i 堅 （F ＝10．37，df ：＝：1／272，　P 〈．　e！）が 認め られ る の で ，

一 30 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　
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．一・
ノ∫透 視鏡

TABLE 　4

〔6 × 6m ） TABLE 　5 説得 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ コ ン に

よ る意見変化量 の 分散分析

窓

　　　　　　　（δ郎は 被説得 計の 位il‘ll）
　　　　　　 （矢印 の 方向に 向、、・て 坐 る ）

F 亙G．1　実験場面

説得 コ ミ ュ ニ ケー
シ n ン に よる意見変化量

　　　　　　　　　　　　 〔4 要因の 揚合）

藩鳧二瓢 剄 一讐響

対蠍
tlttt
　tt　tt　ttt．．＼

「 …
前

皿
傾

謄
傾

贈．鰍
後 甑

加 。 陛剛蒡i罷il愚競｛
1

−lil
…

…
距

聖「．鉱 急症
一

画 ．叫
．

畷
　　　　　　　　　　　M 旨 0。00

．
〔〕．〔〕610 、S6　1− 0．06

　　　　　騨
1
肪＋諞 「 ♂：、、1：

”一’
6J，、

．
］
1

．

1．b
’

i
　 方向45　2 −一．．一一．　一…　　 一一一　 一一．・・一一　 一．…

1
　 −． 1−一一

　　　　　　　　　　i1・f1 −
… 61 ・・3gl °・61

…
°・28

　　　　　
1

距 i喫．阿 ．壷1三墜軋 匝 並 一
　　　

一一一’．〒．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（N ＝i8x 玉6＝288 ）

　変 動 閃

口の 凝視（A ）

．姿　 勢 （B ）

対入方向〔C）

対入距離（D）

　 A × B

　 AxC

　 A × D

　 B × C

　 BxD

　 CxD

　AxBxC
　 A × BxD

　A × C × D

　 BxC × D

A × B × CxD

誤　　 差

　∬ 　　c／f　 MS 　　 F

O，03　　 i　　 O．03

0．09　　　　】　　　 0，09

0、01　　 1　　 0．0ユ、

O，08　　　　1　　　0，08

1，25　　　ユ　　　 」．25

5．29　　　1　　　5，29　　10．37
＊＊

0，43　　　1　　　0。43

0．42　　　L　　　O．42

0，01　　 1　　 0．01

ユ．27　　　エ　　　ヱ．27

4，！5　　　1　　　4．15　　8，ユ4＊＊

O．97　　 1　　 0、97

　5，90　　　1　　　5，90　　ユ1．57
＊＊

　1．82　　　亅　　　1，82

　6，22　　　1　　　6．22　　ユ2，20
＊＊

138，28　　272 　　0．51
　　　　　　　　 ＊＊P〈．01

TABM 　7　説得 コ ミ ュ ニ ケ
ーシ ョ ン に よ る 意見変化量 の

　　　　　　2 要因 （目の 凝視
一

対入 方向） 間 の 比較

「TABLE 　6　説得 コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン に よ

　　　　　る 意見変化量 （2 要因 ： 目の

　　　　　凝視
一

対人方向の 揚合）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ト　　　　　　　　
　

　　　比 較 し た 2 要 因 　 　 l 　t 　 　 P

　　　　　　　　　　　　　ゴ　　　　　　　　 　　　　　　
　　　　

　　　　　
’　−t　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　

灘 二嬬：譲 。纜：翻 1瓢 2携
1

（凝　視
一
方向 o）　（無凝視

一
方向45） lO・　／1　　　 P ＞・9

嚥 柵 銅 ・5） （鰄 視訪 げ可 酬 ・．　24 …
・9＞P ＞・8

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 iJ＞ P ＞・05
擬 視

．一
方向45）＜   疑視

．一
方 1自145）　 ユ・8911

（鰕 視 ・一加 1・）＜ （鰻 視
一一

方向・・） ［・…
＊

鵬 ＞P＞・・2
．’

｛〉蚕意覓変化量 の 大 小 を示す。＊ ＊ P〈．OL ＊P 〈．05，　 i’」コ

〈．1）

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
− 31 一

2 要因の 組合 せ

凝 視
一一
方向 o

凌麸　　視
一

　丿ブ向45

無疑裾
一一．一．

方向 〔冫

無凝視一 ．
方向45

鋼

0，36　
1

0．lolO

．07　
1

0・・3・51

SDO

，650

．800

．750

．80

（N ＝72）

更にそ の もの を X 検定 に よ っ て 比較検討 す る。

TABLE 　6 ，　 TABLE 　7 をみ る と，（凝 視
一方 向 0 ）

の 勝合 は ， （凝 視一方 向 45） の 場合よ りも説得効

果 が認 め られ る　（t　＝4．02，d∫二142，　 P〈．00工）。

ま た 鯲 盈見
一一ノ洞 o） の 場合 は 憮 凝視

一方 fii・o ）

の 揚合 よ D も説得効果 が認 め ら れ る （t・・2，25，

dノ＝・1，42，．02＞ P＞．OD 。 こ の こ とは 目の 凝視を

し て い る 時は ， 対 人方向 e
°

の 場合 が，対人方向

を右 に 4F，

：
の 揚合 よ り も説得 効 果が あ る 二 とを示

す もの と思 われ る 。

　更 に （1［腰 視一方 剛 5） の 場創 ま 憮 凝 視
一方

向 〔〕） の 易舎 よ り も説得効果が認 め られ る （t・＝

2．〔｝9，df＝／42，
．D5＞P ＞．02）。こ の こ と は 口の

凝視をし ない 時は，対人方向 を右に 45
°

の 場合 の

ほ うが，対 入方i［Z　e
°

の 場合よ りも説得効果 が あ

N 工工
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憲
　 　 O ．3

↓多

変

化

量

Q ，2

o．1

o　

　　　　　　　目 の 凝 視 をす る　　　　　　 目の 凝 視 を しな い

町 G，2 説得 コ ミ ュ
ニ ケー

シ ョ ン に よ る意見変化量 （2 要因 唱 の

　　　　凝視
一

対入方向）

る こ と を示す もの と考 え られ る 。ま た傾 向で あ る が （無

凝視
一

方向・t5） の 揚合 の ほ うが 擬 視
一一

方ll・145＞ の 場合

よ りも説得効果 が ある よ うで あ る （t＝1，89 ，df 　＝　142 ，

．1＞P＞．05）。こ の こ と は 日の 凝視を し な い 時 は 対 人 方

向O
°

の 場合よ りも， 対人方向を右に Yt5
°
の 湯合 の ほ うが

よ り説得効朱が あ る もの と思 わ れ る。

　以上の こ とは FIG．2 をみ て も明 らか で あ る 。　 H の 凝視

を して い る時は，対人 方向 O
°

の 場 合が よ り説得効果 が

あり，目の 凝視 を しな い 時は，対 人方向を右に 4sc の 場

合が よ り説得効果が ある こ と を示 し て い る ．

　以上の 結果 か らみ る と非言語 コ ミ ュ ＝ ケ ーシ ョ ン の う

ち， 目の 凝視 と対人方向 とが，か な り説得 の 効果 に影響

す る とい う結果がで て い る 。今迄 の 非言譜 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン の 諸研究の うち Sommer （1959 ），　 Alber ＆ James

（1970），Hal1 （1964），　 Little〔1965）の 対 入 距離に関す

る研究，Mehrabian （1968 ），　 James（1932 ） の 姿勢に関

す る 研究か らして も，対人距離や 姿勢 もか な り説得 に効

果 をもた らす もの と思 わ れ るが，本実験 に お い て は，そ

れ らの 説得 に対す る効果 は 明確 に と らえ る こ とがで きず，

全面的 に 仮説 の 実証 は で き な か っ た 、い ず れ に して も説

得 に効 果 を もた らす 要 因 は，本実 験 で と りあ げ た 4 要 閃

の み で な く，他 に も そ の 要 因 は あ る と思 わ れ る 。か な り

多 くの 要因がダイナ ミ ッ クに 関係 しあ っ て説得効呆が で

て くる もの と 考え られ る 。今後更 に そ れ ぞ れ の 要因が ，

ど の よ うに ま た どの 程度説得 の

効果 に影響する か 追究 し て い か

ね ば と思 う 。

要　 　約

　 こ の 実験は非言語 コ ミ ュ ニ ケ

ーシ ョ ン が，説得 の 効果 に い か

に 影響す る か を研究 す る た め に

計画 され た 。 実験で 取 り扱われ

た それ らの 非言語 コ ミ ュ ニ ケー

シ ョ ン は ，目の 凝視，姿 勢，対

人方向 ， 対入 距離で あ っ た。非

言語 コ ミュ
ニ ケーシ ョ ン の それ

ぞ れ は 2 つ の 水準 を も っ て い た 。

実験 は 16の 条件 か らな り， 説得

者 と被説得者 は そ れぞれ｛奇子 に

か け， お 互 い に 向 き あ っ て い る

と い う事態 で なされ た。

　被験者は 294 人の 男子 の 大学

生 で，そ の うち 6 人 は説得者，

288 人 は被説得者で あ っ た。実

験 の 条件ご とに ／8人 の 被説得者 を割当て た。

　説得 コ ミ ＝・一ニ ケ
ー

シ ョ ン は 説得者 に よ っ て 述 べ られ た 。

そ の 話題 は 「漫画 の 本を読む こ とは 私達 の 人 生 に お い て

一層有益 で あ る。ゴ とい うこ とで あ っ た 。

　非言語 コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン で の 説得効果 は，被説得 者

の 意見変化量 で測定 され た 。

　主 な結果は 次 の 通 りで あ っ た。

　1． 説得事態 で ， 説得者が被説得者の 目の 凝視 を し て

い る時に は，対人方向oc の 揚合は ， 対入方向を右 に 45
°

の 場合よ り も説得 に効果的で ある 。

　2， 説得事態で ，説得者が被説得者の 目の 凝視を し て

い な い 時 は，対人方向を右 に45
°
の 揚合は ， 対人方向 0

°

の 場合 よ り も説得 に効果的 で ある。

　説得者 が，陂説得者 の 目の 凝視 を し，前後姿勢 紺 人

方向 （．｝
°
s 近 い 対人距離 の 場合 は ， か な りの 説得効果が

ある だ ろ うとい う仮説は検証 され な か っ た が，姿勢，対

入距離 も説得 に 効果 が ある だ ろ うと考 え られ る の で，今

後 も引き 続 き こ うし た画 の 追究を し て い き た い 。
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